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2Cp− 6　　　　　　　　　　　シネ ココ 1ソつ二廴系∬酸素発生標品 に系右合 して 11る

　　　　　　　　　　　　c♂＋
の役朝

　　　　　　　　　　　　藁子野康箔 ，伽 翻ロ彦 加 藤巣 （梁大 ・薮羲墨 礎M ）

　　αλが 光合成の酸 素貉生皮応 にち tIZ 重勲 働葎 診しで O る こ ヒぱ
、

（1）い くつ

か の系で酸素貉生夏施 の光譎 牲化 1こ α押 が 必薯で ある こ L、 （2 ）梅 α ヒ
・

愈理 し た酸

素貉生系∬標品の酸素亳生箔 牲が （劉 で
・
億 鬘さ必 る 二 1；、ぐ三3 ）th2＋夂乏条件 z吐 鴇

したラ ン色細菌に 0泌 を加 i る し酸 素搭 生が 圓復寸る こ し な 助 ・ ら示峻さ 4Zn る。

しか し 、こ 幽 の 曳鞭 1餒 索筅賺 に姑合 レZP るα の 量 は 馳 ん 麒 蜒 さ 麻 Z
乃らず 、犂 に 酸 索発 生粥 ノ性の消長の ノナzi丶ら磁

2尋
の 縄轡rj

が推足tfAZtl る に過 ざ 殻 ！1
。

酸素発 生皮応 に 0♂
斗

が 不 弓犯 の 因夛7’物 る ； どま証 明寸 る たDlotA．よ り髭邊的 な

寰験 が必薯ZZ・ ある。 載 々 ぱ昨葺 の 本夫・会 1＝ Sl ）2 、金属イズ ンキ し
一

ト樹 脂キ レ“
ノ

クズ 100 彦岡 ilる ヒ箇単2・

しか も綴 よぐ 生体試料に結倉 し た磁 ま是量丁蹙 る 二 宴

診鞭告レ 七 ． そ し Z ， こ の 言麸 彦用 ll、 う フ色細歯ラネコ コ ・ 吻 スか ら得ら靴 た酸

素貉生標品1こ ぱ 強 く結含し た 幽が 系五反み 中心 当た り 1原子嘗良 し Zn る こ L 甚見

ム した ．

　　今回ぽ 、 こ の結合型幽 が 系匹電子仏達反舟・に闖与 し Zll るか香か 乏フ険討 で る 目

的 z」
1
喫鹸 芭有 っ た 。 蟄ず、 ラ ネココ ・v リス の酸 秦瑳注 系 1工楔品まIF梱 a（泌 で

・

処 理 し

た が 、Ca　tg全く遊藹隹さ 撚機 が っ た 。酸 爽発注拓 権 は 縮 し葎が 、 α避 での 回復 1靖 弘

力ら撚 働
丶

っ 弛 こ 1旅 撒 註 匕 し Z 表伽 働 33 轟 馳 質の騫虫 ｝誠 る 壱 の L考
・しら必 る 。 盆く 同緩懲 紬果 隠 1　M　Meeez　i＝　eSJ る処 理 で 初 得ら畝 た・ ）M トリス（pH 船 ）

に 誌る魚理 で
・

（測 さ扉 分的 に4しわれ たが 、 こ の どき庚話 レた拓 ノト生ぼ げ
＋

の添加 丁回復
しね が っ た ．

　　つ ぎ に 、 pH 　75 ぞα爾 う・
ユ ウロ ース 歪含む旛轍申ぞキ レ ・ゾクス勉 瓔 三舟うど、

廊 呻 勝 た！丿の 幽勧 騎 閣ヒ肺 1こ臧少 し 、 酸 素絡 生麹 脇 低 胤 彊 ． レ か し、

こ の忽 i哩 に よ っ Z 撚n わ齢
’
亀うニ ヒが 融 さ れ、 快昂 の主 な 猿因 は呂h名量の低下 に

ある こ どが椎是二ざ融た。

　　先 P 佐藤らぽ 、 承標品 言低張 圧 、弓勇ア ル汐 ’，牲 で鷹 DTA 無 理 琶でる しYin’2i量がvs

低千 し 、同晦 ：酸素発勤 u燭 で る が
亀
． 臨 隔 C♂場 痢 日で 競 都 珍酌 1こ回復 鵬

こ し 乞嬢 ，告し Z い be し が し 、侮名量痴低下 d る か 舌か 贔 調べ られZh 餐 り 
’
た 。

巳D鵬 処 珊 こよ る α論量の 変kS 調 べ 寞際 1芝 の 名量が 著し く 低下 し Zn る こ L
苳確 力丶のた ．

『
さ今に 、 フェ リ冫ア ン 名ゆ リウム の　4£ 　，）にラ

”

つ OD ベ ン ソ憐 ノン 琶電子

受容イ繁どしZ 用 ilろ L 、 ト律 ど（津 の緊 彡ロに £ る話 艦の 回復が 犬．きく復るご と琶鼠ム

した。 蓋た 、
D じト

〆頴 存在で の 螢光の言鶺 期現象〜IS　E三〇fAra 躍 に よ 1）着 しく抑む ら撚

るが 、 μ詔 ヒOdZ＋ に よ り程度の 差 12わるが
し
鹸 噂る 二 どが わ か っ た 。 乞 し 2 、島 が

紅 の 水側 の ど
、

の部叙
・作用 し ZiXbt ・ 瑠 べ るた to　i＝ ．　tiEl・iis　vere　l：rt−d“るEl）

”
rA

処 働 よ薩舐
＋

匕M諦
†
の添 加効果 首調 ぺ た．ED ” 娘 理 に よ ／丿麟 光の強麓．t：数

偖 に 墸加
一
するが 、 M 諮 と 蛋 h 窘そ 撚 三減ケ さ

一
ε々 働 きが あ ／丿、 しか も 、 翼額る 発光

成参 に特璽的 に作用寸る錬向づ喨黝 ら拠 た． 二 剃 蛮、 系五 の電子 饉 系｝c対 ti　6thN
の効果が特騨 ％ あ 伏 ruの勧 ヒ 「纓 駕 ？・i　l・b ＝ 　b　96fiく示 峻で る 。
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